



































































































































































































































視点である。なぜ常に散歩者、旅行者 揖点 あって、それぞれのユートピア都市に実際に生きる住民の視線ではないのだろうか。ここに住民の視点の不在がみてとれる。このよ 旅持者 視点がユ!トピア都市を記述するため 使われ のは、
ユートピア思相山がそア














































































































(スラム)化 いく。家はバラック作りで、失業者があふれ 得生状態は劣悪であった。不法占拠地が拡大していく要因の一つは、都市計画のずさんさである。建設労働者のための住居が十分で なく、当初彼ら 寮に住んでいたものの、家族 呼び寄せや結婚など 寮をでて、手近な土
























































































































































































































































































































































































































































































ア住民(富裕麗)からのみ衛星都市住民(貧菌麗)が「見えない」という点である。富裕層が衛星都市に行き、経済的に貧しい衛星都市の生活状況を自にすることは少ない。しかし 衛星都市住民はブラジリアの生活を見ている。富裕層が貧困層と臼常的に接する機会は少数の場に限定されてい 例えば、貧困層がメイドとして従事する富裕地区住民 家庭、馬をつかってごみを収集する道端、靴磨きの子供が客を探して歩き回るパスターミナルや人の集まる場所主に子供が飴やガムを手 売り歩いたり、時にお金を乞ゆったりする飲み屋やパーなどである。また車が信号で停止した際にミネラルウォ
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のような過去 忘れた都市で びとの生活は描け かったからだ。ユートピアと呼ばれたブラジリアが、そのままユートピア都市 あ
り続けることは不可能であった。遷都後にブラジリアで起こった富裕層と貧困層の間の問題は、ブラジル社会の典型的な一面である。ブラジリアでは護困層 排除を行い、純粋性を追求しブラジリアのユートピアとしての純粋性を追求しようとした。しかし四五年の時を経た今、ブラジリアにユートピア都市が完成 なかったことは明自である。富裕層は輩困層 排除を行ったものの、他の大都市と同様の問題 抱える都市とな 、中心と周辺という住み分けは、 えってブラジル社会が抱える階層社会という問題を顕著に映し出す結果となった。地理的な距離の違い あるもの 、階題意識を るかぎり、連邦区全体 構造は地の大都市となんら変わり あるものではなくなっていることが確かめられる。それはブラジリアが くまもブラジル社会に所属する一都市だからである。ブラジリアで起こた土地をめぐる富裕麗と貧困層による争奪戦と、解決されない両者の経済格差とつよい階層意識。このよう 過程と現状によってブラジリアは「幻想」の都市から現実社会 うちに存在する都市 なった。もはやブラジリアはユートピアではない。人びとの生活実践の場としての都市である。当初の計画からは逸脱かもしれない 、都市とはなんであるかを考えれば、ブラ リアで起こった計画外の諸問
題や歴史は、
ユートピア都市」が「人びとの生活実践の場」となっ

































































現在も、北東部や北部から多くの国内移民がおしょせ、連邦灰一内の不法占拠者 移住するセイランジャは、護閣からの脱却の実践地となっている。彼らは持を求めて都市にやってくるの 。貧困者にとっていまだ 利な社会的構造のなかで、
セイランジャ初期移住者や新
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Bras匀ia: The Utopia and Urban Pover匂r
OKUDA Wakana 
Since the publication in the 15th century of Thomas More's fantastic travelogue, Utopia, it's story 
has been reproduced over and over. Why do most of the utopian cities designed by utopian idealists 
ended in a utopia (illusion)? 
This p在per discusses the limits of the utopian city imagined by the utopian idealists as it comｭ
pares it to the changes in Brasilia, the city laid out in the 1960s, which has often been called a 
Utopia. 
It should be noted that the utopian city is usually depicted, not from the point of view of the 
residents, but from the visitor's point of view. The visitor's point of view e吋oys a transcendent 
quality, that is, the ability to see the city in it's entirety from above. The residents' voices cannot 
be heard in the accounts written by utopian idealists. From it's beginning, the city has been not 
only a place for residents to go about their daily lives, but also a space overflowing with heteroｭ
geneous and anonymous sound 
One of th巴 limits to the realization of Utopia is that it was designed completely separately from 
the society as a whole. Even if it were possible to build a "City without A Past", a city with no 
history, it would be impossible to remain isolated from the various influences of the society. At 
the same time as Brasilia takes on a history of its own, as it becomes a place of practical and 
every day life, built by an extant society, this city's utopian nature has vanished. 
Key Words 
Utopia, Brasília, Planned City, Squatting, Urban Poverty 
175 一一ユートピアとよばれた都市ーブラジリアと都市貧困層
